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国名の判断が大変難しいページです。

farar sand bsaid fatb sdaumk batqb dar and aak
良い土地が次々と国土にでき、保証は遠い国の集まった家の後だった。
悪い地域や農地でそして大船も。

qaasb sazi sb daqb dafaum said aasb bfazi dafazi aaazi
クアア国、スアジイ国の支配に対し、豊かな希望の長老を呼んで、
新しくすることも豊かにすることも可能であった。

sar aaqab sb sbqb qasb daqb sazi daqarsb qazisb
ボスは人が離れた国に、成長を集めた。水の国の支配で集められ、
ダクアラ国とクダジイ国にした。

fdaqar basb saum nadaqar bas dafdasb aatsb bqtsb sdasb said
良い自立地のバツ国の指導者は未自立地を傍に集めて、ダフダ国、アアト国、
ブクト国、スダ国の長老とした。

faasb aadasb daqand aaqab sdar arum fab sb fbsb bqar aatqb sb
フアア国、アアダ国が成立し人が離れた。気付けば土地は色々で、
遠い人が国中に見られた。古い土地は地域を加えて国になった。

baatda sar daumand daqar aasb aasb datasb daqar aasb
集まりは多く、ボスは家ではあるが自立地を次々と発展させた。
ダタ国も自立地として発展した。
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fbasb batgaasb baqasb daumftsb sand daqb aatdaum daraid aasb basb pdarar
フバ国、バツガアア国、バクア国、ダウムフト国の国土は支配があった。
家を増やして農地の恵みで成長したバツ国は僅かの農地と土地だった。

sar ar battb qttsb daqaab daqar daqtsb aab sand sb’sb sar and daqarb
ボスの地面は多くの国でクツツ国は自立的であった。
自立地のダクト国は全ての国土に次々と国ができた。ボスと自立が生まれた。

kaar darand aadar dar baqair badaum dar aaqab arand daqaid saum sb
後の土地は農地であったが幾らかの農地は土地であった。避けた場所は軒並み
農地から人が離れた。周囲は自助の指導者の国となった。

umaadaar dar aatb umdasand da dar daqttsb daqaumb
色々な他の土地は、農地に人が増え色々な争いが小さな農地であった。
ダクツツ国は自立希望の人だった。

far aum qttb daraazi
遠い土地への希望だが小さな国では農地が可能だった。


